
マレーシア海外短期研修報告

国際文化専攻
グローバル化する世界の動向と
ローカルな現象から
国境を超えた新たなつながりを
創造する人材の育成を目指します。

語学研修先の
Asia Pacific University（APU)は、
学生の65％が留学生で、
国際色豊かな大学です。

マレーシアは、多民族・多文化・多言語共生国家であり、
グローバリゼーションの進む21世紀世界の縮図といえ、
欧米に偏重しない国際文化を学ぶに相応しい国として、
訪問先に選定しました。

ここでは、2016年2月に海外短期研修を経験した
国際文化専攻第１期生が、その成果を報告します。





Transect walk

2015年度入学国際文化専攻 伊藤千尋 下野嘉子 諸田奏恵

現地の人と同じように街を歩き、ものを食べ、

生活すること。それがトランセクトウォークです。
観光を超えて街を楽しみながらお互いの発見を
発表し、交換しあいます。

Mosque

Batu Caves

Market

ムスリムにとって祈りの場であり、
身近な場所。私達日本人でもホッと
一息つける場所です。

ヒンドゥー教の聖地である、バトゥ洞窟。
入るためにはおよそ２７０段の階段を
登らなければなりません。

日本より物価が安く、日本ではあまり
見かけないものもあります。
国の特徴が一番出るところです。☚

学生の
フィールドノート





PONGGAL FESTIVAL
APUでポンガルというお祭りに参加しました。
ポンガルは南インド発祥の収穫祭です。
APUのお祭りでは牛乳、米、砂糖を混ぜて煮たおかゆの
ようなものを各国でアレンジし、みんなで鍋を囲んで食べます。

EXCHANGE MEETING
APUで行われた交流会では、マレー語や中華系の
遊びを教えてもらいました。

私たちは日本文化紹介のプレゼンテーションを行い、
折り紙やけん玉で一緒に遊びました。
APUにはカザフスタンやイエメンなど様々な国からの

留学生がおり、遊びや会話を通し直接異文化に触れる
ことができました。

INTERNATIONAL 
EXCHANGE in APU
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